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先駆者たち

　社会的責任に関する国際規格「ISO26000」が、2010年11月に発行された。企業だけでなく、
行政や教育、医療機関、NPOまですべての組織にSR（社会的責任）が求められている。認証ではなく、
あくまでガイダンスだが、早くも動き出した国内外のトップランナーに迫った。

文＝オルタナ副編集長・形山昌由、編集部・吉田広子、寺町幸枝、矢作ルンドベリ智恵子（文中敬称略）

ISO26000の
ISO26000とは＝持続可能な発展を実現するために、世界最大の国際標準化機関ISOによって開発された社会的責任に関する初の包括的、詳細な
ガイダンス文章。策定には関連するすべての利害関係者が参加し、あらゆる種類の組織に向けた内容となっている。
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「
認
証
で
は
な
い
の
で
、
わ
ざ
わ

ざ
守
る
必
要
は
な
い
」「
当
社
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
事
業
を
し
て
い
な
い

の
で
関
係
な
い
」

　

２
０
１
１
年
11
月
に
発
行
さ
れ

た
ば
か
り
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

に
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解

が
渦
巻
い
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
は
、
２
０

０
４
年
６
月
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｍ
Ｂ

会
議（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）で
規
格
化

が
決
議
さ
れ
て
以
来
、
検
討
を
重

ね
、
２
０
１
０
年
11
月
に
発
行
さ

れ
た
。
90
を
超
え
る
国
お
よ
び
40

を
超
え
る
地
域
か
ら
、政
府
、産
業

界
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
６
セ
ク
タ
ー
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
画
す
る「
マ

ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ア
プ
ロ
ー

チ
」と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
検
討
が

重
ね
ら
れ
た
。
い
わ
ば
全
地
球
規

模
で
つ
く
ら
れ
た「
21
世
紀
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」だ
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
で
は
、
社

会
的
責
任
の
範
囲
を
定
義
し
、
課

題
を
特
定
し
、
優
先
順
位
を
設
定

す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
組
織
は
、

「
７
つ
の
中
核
主
題
」（
Ｐ
10
）に
取

り
組
む
べ
き
と
し
て
い
る
。
課
題

に
対
し
て
は
、次
の「
７
つ
の
原
則
」

に
基
づ
い
た
行
動
を
促
し
て
い
る
。

１
説
明
責
任

２
透
明
性

３
倫
理
的
な
行
動

４
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
の

	

尊
重

５
法
の
支
配
の
尊
重

６
国
際
行
動
規
範
の
尊
重

７
人
権
の
尊
重

　

品
質
管
理
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

や
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
と
違
い
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
は
、
認
証
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
ガ
イ
ダ
ン
ス（
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
手
引
き
）で
あ
る
。
で
は

守
ら
な
く
て
良
い
の
か
と
い
う
と
、

全
く
逆
だ
。

　

認
証
で
あ
れ
ば
企
業
に
よ
っ
て

「
取
得
す
る
」「
取
得
し
な
い
」
と
い

う
判
断
が
で
き
る
。
し
か
し「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
６
０
０
０
は
す
べ
て
の
企
業
や

非
営
利
組
織
に
と
っ
て
の
手
引
き

な
の
で
、避
け
て
は
通
れ
な
い
存
在

に
な
る
」（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｓ
Ｒ
国
内
委

員
会
委
員
長
を
務
め
た
一
橋
大
学

の
松
本
恒
雄
・
法
科
大
学
院
長
）。

　

特
に
、企
業
に
と
っ
て
は
、取
引

を
確
保
し
、
競
争
力
を
維
持
す
る

た
め
に
も
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
。

企
業
の
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　

日
本
経
団
連
は
、
企
業
は
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
率
先
し
て
果
た
す
必
要
が
あ

る
と
し
、
２
０
１
０
年
９
月
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
を
強
く
意
識
し

た「
企
業
行
動
憲
章
」を
発
表
し
た
。

　

松
本
教
授
は「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０

０
０
に
よ
っ
て
自
社
の
強
い
所
・

弱
い
所
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
企

業
の
競
争
力
を
高
め
、
社
会
か
ら

信
頼
を
得
る
と
い
う
点
で
重
要
だ
」

と
有
効
性
を
語
る
。

　

企
業
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
教

育
・
医
療
機
関
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
で
す
べ

て
の
組
織
に
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
責
任
）

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
の
特
徴
だ
。

　

国
際
労
働
財
団
の
熊
谷
謙
一
・

副
事
務
長
も「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

は
、
国
際
的
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
発
展
形
。

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
社
会
的

責
任
に
努
力
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
自
主

的
な
取
り
組
み
で
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」と
し
て
い
る
。

　ISO26000の中核主題である「人権」や「公正な事業慣行」に対して責任を果たす上で、フェアトレード（公

正貿易）製品を購入することは有効な手段である。

　日本では、2010年に、映画「ハリー・ポッター」のハーマイオニー役で知られる女優のエマ・ワトソンが、フェ

アトレードの専門ブランド「ピープル・ツリー」とコラボ企画を立ち上げ、フェアトレードへの関心が高まった。

　エマは、若い世代にもフェアトレードを広めたいという思いから、クリエイティブ・アドバイザーとして、「ピー

プル・ツリー　ラブ・フロム・エマ」に2010年春夏に参加。2010年夏には、バングラデシュの首都ダッカのス

ラムに暮らす、過酷な労働環境下で働く衣料品工場の人たちや、ピープル・ツリーのパートナー団体の生産現

場を訪ね、フェアトレードの意義を改めて確認してきた。2011年春夏にも新たなコラボ企画を発表。

　エマは、「私たちは消費者として、フェアトレードを通じて手仕事のスキルやコミュニティを守り、さらに発

展させるプロセスに参加できるのです」と、消費者の力を訴えている。

エマ・ワトソンとISO26000
Emma  Watson

エマ・ワトソン

ⒸAndrea Carter-Bowman / People Tree

「
守
ら
な
く
て
良
い
」の
で
は
な
い

企
業
の
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず



12APR. 2011 NO.24

「
象
曰
。
麗
澤
兌
。
君
子
以
朋
友

講
習
」。
中
国
の
古
典『
易
経
』
か

ら
引
い
た
言
葉
が
、
大
学
名
で
あ

る「
麗
澤
」
の
語
源
で
あ
る
。「
こ

の
建
学
の
理
念
は
、
ま
さ
に
持
続

可
能
な
社
会
の
構
築
で
あ
る
と
再

認
識
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の

活
用
を
決
め
た
」
と
麗
澤
大
学
経

済
学
部
長
の
高
巌
教
授
は
話
す
。

　

麗
澤
大
学
は
、２
０
１
０
年
９
月

に
学
長
名
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

の
活
用
宣
言
を
行
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
が
正
式
発
行
さ
れ
た

２
０
１
０
年
11
月
に
先
立
っ
て
活

用
宣
言
を
し
た
組
織
は
国
内
で
は

珍
し
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
６
０
０
０
の
規
格
策
定
に
あ

た
っ
て
国
際
会
議
や
国
内
委
員
会

に
参
画
し
て
い
た
高
巌
教
授
の
存

在
が
あ
る
。

「
規
格
は
作
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
使
う
こ
と
に
意

義
が
あ
る
」
と
い
う
強
い
思
い
が

高
教
授
に
は
あ
っ
た
。
期
せ
ず
し

て
、
２
０
０
８
年
11
月
に
高
教
授

は
経
済
学
部
長
へ
選
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

の
活
用
を
ま
ず
自
ら
の
組
織
で
」

と
学
長
に
進
言
し
た
。

　

当
時
、高
教
授
は「
経
営
理
念
が

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
及
ぼ
す
影
響
」

に
関
す
る
実
証
研
究
で
、「
理
念
が

浸
透
す
る
組
織
ほ
ど
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
高
く
な
る
」
と
の
結
論
を

得
て
い
た
。
麗
澤
大
学
に
も
明
確

な「
建
学
の
理
念
」
が
あ
る
。
し
か

し
、
決
し
て「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

高
い
」と
言
え
る
状
況
に
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
麗
澤
大
学
だ
け
に
か

ぎ
っ
た
話
で
は
な
い
。

学
の
市
民
活
動(

社
会
貢
献
活
動)

の
５
つ
に
分
類
し
た
う
え
で
、
ス

テ
ッ
プ
４
に
従
っ
て
、
７
つ
の
中

核
主
題
と
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
明

確
に
し
て
い
る
。同
様
に
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
を
13
グ
ル
ー
プ
に
分

類
し
、
在
学
生
を「
最
重
要
か
つ

共
創
者
と
な
り
得
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
」と
位
置
づ
け
た
。

つ
の
原
則
」
と「
7
つ
の
中
核
主

題
」、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
態
勢
に
落
と
し
込
む
た
め

の「
10
の
ス
テ
ッ
プ
」を
整
理
し
た

（
右
図
表
参
照
）。

　

例
え
ば
、
ス
テ
ッ
プ
２
に
つ
い

て
は
、
組
織
の
活
動
領
域
を
①
教

育
活
動 
②
教
育
支
援
活
動 

③
研

究
活
動 

④
研
究
支
援
活
動 

⑤
大

「
日
本
全
国
ど
の
大
学
も
高
邁
な

理
念
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

本
気
で
教
育
姿
勢
に
ま
で
落
と
し

込
み
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ

せ
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
大
学
は
あ
ま
り
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。
建
学
の
理
念

に
立
ち
返
り
、
こ
れ
を
積
極
的
に

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
れ

ば
、
こ
の
大
学
も
高
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
達
成
で
き
る
は
ず
」
と

高
教
授
は
確
信
し
て
い
た
。

　

学
長
の
も
と
に
社
会
的
責
任
推

進（
Ｓ
Ｒ
推
進
）グ
ル
ー
プ
を
設
置

し
、
高
教
授
が
同
グ
ル
ー
プ
長
と

な
っ
て
検
討
を
進
め
て
き
た（
現

在
は
、
そ
の
上
位
組
織
で
あ
る
Ｓ

Ｒ
推
進
委
員
会
の
下
で
活
動
）。

　

Ｓ
Ｒ
推
進
グ
ル
ー
プ
で
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
６
０
０
０
を
読
み
解
き
、
判

断
基
準
・
行
動
基
準
と
な
る「
7

麗
澤
大
学
、
学
長
自
ら
宣
言

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
は
ま
だ
様
子
見
の
段
階
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
な
か
、
組
織
内
に
落
と
し
込
も
う
と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
組
織
が
あ
る
。
教
育
機
関
と

し
て
、い
ち
早
く
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
麗
澤
大
学
、リ
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の
先
駆
者
た
ち
◉
国
内
編

マネジメント態勢に落とし込むための

 10 のステップ

Ｓ
Ｒ
推
進
グ
ル
ー
プ
を
始
動

トップがコミットメントを表明する
組織の活動領域とステークホルダーを特定する
7つの活動主題毎に課題を列挙する
活動領域と7つの中核主題（課題）との関連を整理する
ステークホルダーの視点から課題を絞り込み、それに
優先順位をつける
課題の取り組みを推進する所管部署を決定する
取り組みの進捗状況（パフォーマンス）を把握するため
の方法を決定する
進捗状況に関する記録やデータの信頼性を高める
進捗状況を踏まえ問題点を改善し、必要に応じて課題
そのものを見直す
以上の流れを「ISO26000管理一覧」にまとめる

1
2
3
4
5

6
7

8
9

10
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の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
他
大
学

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
素
直
に
嬉
し
い
」と

し
な
が
ら
、
大
学
に
対
し
て
注
文

も
つ
け
る
。

「
建
学
の
理
念
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
り

組
み
も
、
学
生
へ
の
浸
透
度
は
ま

だ
ま
だ
低
い
。
告
知
や
働
き
か
け

に
工
夫
が
必
要
。
そ
も
そ
も
大
学

の
知
名
度
が
低
い
こ
と
を
も
っ
と

問
題
視
し
て
ほ
し
い
」
と
手
厳
し

い
。
学
生
が
求
め
て
い
る
の
は
教

育
内
容
だ
け
に
は
限
ら
な
い
と
い

う
わ
け
だ
。

「
認
証
規
格
だ
っ
た
ら
ど
れ
だ
け

楽
か
」と
高
教
授
は
苦
笑
い
す
る
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
は
あ
ら
か
じ

め「
合
格
基
準
」
が
定
め
ら
れ
た

認
証
規
格
で
は
な
く
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
評
価
に
対
し
て

不
断
の
改
善
を
求
め
る
規
格
で
あ

る
。
日
々
精
進
が
求
め
ら
れ
る
Ｉ

Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
は
終
わ
り
の
な

い「
社
会
的
責
任
道
」
と
も
言
え

る
。
麗
澤
大
学
の「
建
学
の
理
念
」

実
現
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。

（
ビ
ズ
デ
ザ
イ
ン
取
締
役　

友
田 

景
）

上・「大学にとって最大のステークホルダーは学
生」と語る高教授　下・プログラムの狙いは、学
生が自分で間違いに気付き、能力を伸ばすところ
にあるという （提供：麗澤大学）

で
あ
る
学
生
に
評
価
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
講
座
」
を
受

講
し
た
飯
田
真
菜
実（
経
営
学
科

３
年
）
は
、「
授
業
を
通
じ
て
、
会

計
や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要

性
を
実
感
し
た
。
苦
手
だ
っ
た
会

計
の
授
業
に
も
積
極
的
に
な
れ

た
」と
い
う
。

　

就
職
活
動
中
の
飯
田
は
、「
日

経
新
聞
の
記
事
も
理
解
し
や
す
く

な
っ
た
し
、
企
業
規
模
以
上
に
将

来
性
や
持
続
可
能
性
を
中
心
に
企

業
を
見
る
眼
が
養
わ
れ
た
」
と
笑

顔
で
話
す
。
そ
の
一
方
で「
他
の
授

業
で
も
、
も
っ
と
自
分
か
ら
発
言

で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

と
も
。
依
然
と
し
て
受
け
身
的
な

授
業
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

高
教
授
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム

だ
け
で
な
く
他
の
講
座
で
も
、学
生

が
自
ら
考
え
、
発
言
す
る
機
会
を

増
や
す
よ
う
教
員
に
求
め
て
い
く
。

『
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
の
活
用
宣

言
』に
よ
っ
て
教
職
員
の
理
解
と
協

力
が
得
や
す
く
な
っ
た
」と
話
す
。

　

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
学

生
代
表
と
し
て
大
学
と
の
対
話
を

続
け
て
い
る
武
内
瑛
紀（
経
済
学

科
３
年
）は
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

　

ま
た
、ス
テ
ッ
プ
５
が
求
め
る
優

先
順
位
に
つ
い
て
は
、
①
学
生
基

点
に
立
っ
た
教
育
を
推
進
し
、
学

生
の
成
長
を
助
け
る
こ
と 

②
学
生

基
点
に
立
っ
た
窓
口
業
務
・
対
応

に
徹
す
る
こ
と 
③
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
図
る
こ
と
の
３
つ
の
課

題
を
掲
げ
、④
自
然
環
境
の
美
化
・

保
全
に
努
め
る
こ
と 

⑤
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
貢
献
を
持
続
的
に
実
施
す
る

こ
と

│
も
追
加
す
べ
き
推
進
課

題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

優
先
課
題
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た「
①
学
生
基
点
に
立
っ
た

教
育
」
の
好
例
が
、
高
教
授
が
中

心
と
な
っ
て
開
発
し
た
実
践
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム

講
座
」
で
あ
る
。「
教
え
る
側
の
都

合
だ
け
を
優
先
さ
せ
な
い
」
と
い

う
基
本
姿
勢
に
立
っ
て
２
０
０
８

年
末
か
ら
２
０
１
０
年
３
月
ま
で

の
時
間
を
か
け
、
準
備
さ
れ
た
新

機
軸
の
一
つ
で
あ
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
講
座
」は
、
学

ぼ
う
と
す
る
人
の
視
点
に
立
っ
て

構
築
さ
れ
た
、
ま
さ
に「
学
生
基

点
」の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

高
教
授
は「
最
先
端
の
実
践
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」だ
と
胸
を
張
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
講
座
」
は
、

レ
ベ
ル
１
か
ら
レ
ベ
ル
５
ま
で
あ

り
、
レ
ベ
ル
５
で
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
問
題
が
抜
き
差
し
な
ら
な

い
状
況
に
な
っ
た
近
未
来
の
仮
想

社
会
を
前
提
と
し
た
企
業
経
営
を

疑
似
体
験
す
る
。

　

こ
れ
は
、
優
先
課
題
の
一
つ
で

あ
る「
③
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

を
図
る
こ
と
」
に
も
う
ま
く
対
応

し
て
い
る
。
決
算
書
な
ど
も
学
生

自
身
が
作
成
す
る
。
業
績
に
よ
っ

て
株
価
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
連
動

し
て
成
績
が
決
ま
る
と
い
う
か
ら

学
生
も
本
気
だ
。
実
践
的
で
あ
り
、

か
つ
学
生
の
学
ぶ
意
欲
を
掻
き
立

て
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
１
１
年
か
ら
は
、

新
た
に
開
発
さ
れ
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ（
国

際
財
務
報
告
基
準
）に
基
づ
い
た
ビ

ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
も
始
ま
る
。
学
生

に
よ
る
取
り
組
み
姿
勢
も「
ビ
ジ

ネ
ス
ゲ
ー
ム
講
座
」は
、
学
内
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
他
授
業
に
比

べ
、突
出
し
て
高
い
値
と
な
っ
て
い

る
。最
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
を
活
用

「
認
証
規
格
」の
方
が
ラ
ク
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